	第5回近畿社会保障学校

いまに生きる生命行政～沢内で生まれ育ち、
西和賀で受け継がれるもの


みなさんは「沢内村の生命行政」をご存じでしょうか。極寒で一年の半年が雪で埋もれ貧しく無医村だった沢内村は深澤晟夫村長により日本で一番早く、老人医療費無料化・乳児医療費無料化を実施したことで有名です。深澤村長は昭和33年就任から40年1月の死去までの2期7年しか村の行政に携わっていません。しかし、「生命行政」の精神は役場の人々、そして村民に営々と受け継がれ、平成の大合併で西和賀町となった今も、非課税高齢者と子どもの医療費は無料であり、一般会計50億円の町財政のもとで総事業費26億円の新西和賀さわうち病院が建設されました。

今年度は大阪で大阪社保学校も兼ねて、「いまに生きる生命行政～沢内で生まれ育ち、西和賀で受け継がれるもの」をテーマに開催します。いまこそ、「生命行政」を学びましょう。ぜひご参加ください。　

★日時　２０１７年５月２８日（日）９時半開場/１０時～１６時
★会場　エルおおさか５階視聴覚室(場所・行き方は地図参照のこと)
　　　　　　（京阪電車・地下鉄「天満橋」下車徒歩５分）
★企画　
１０時～　　　ビデオ「自分たちで命を守った村」

１０時半～　記念講演①「沢内での保健婦の活動と議員となってからの行政」

　　　　　　高橋和子さん（元沢内村保健師・現西和賀町会議員）

１３時半～　　記念講演②

　　　　　「昔話ではない生命行政～沢内を襲った危機と克服、今生かされていること」　高橋典茂さん(元沢内村社会福祉協議会事務局長　
現NPO法人いのちが輝くネットワーク理事長)

★参加費・資料代(弁当代込)2000円

★規模　申込み順100人(固定椅子ですので、100人以上は入れません)
★主催　社保協近畿ブロック懇談会　　
★申込　必ず事前にfaxまたはメールで申し込んでください。
★問合せ・申込先　　大阪社会保障推進協議会 　
Tel　 06-6354-8662　fax 06-6357-0846 メール)　osakasha＠poppy.ocn.ne.jp                                                 　　 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第2回近畿社会保障学校　申込書

　ふりがな　

□氏名　　　　　　　　　　　　　　　　(大阪・兵庫・京都・奈良・和歌山・滋賀)
□団体・職場名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□連絡先　Tel　　　　　　　　　　　　　　　　　fax
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